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研究成果の概要（和文）：全国60施設を対象として2020年1月～12月まで多施設共同前向き観察研究を実施し、
37施設から780名が登録された。訪問開始時と比較して、在宅療養中止時に、有意に「中くらいあり・とてもあ
り・耐えられないくらいあり」の頻度が増加した症状は、痛み、呼吸困難、倦怠感などであり、看取り時には、
呼吸困難、食欲不振、眠気であった。初回訪問時には、動きにくさ、倦怠感などが日常生活に支障を与えている
割合が大きく、頻度の順番は12か月間で変化はなかった。初回訪問時に比べると、在宅療養中止時、もしくは、
看取り時には、呼吸困難など複数の身体症状が有意に増加する可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：A multicenter prospective observational study was conducted from January to 
December 2020, covering 60 facilities nationwide, enrolling 780 patients from 37 facilities. 
Symptoms that significantly increased in frequency of "moderately present, very present, or 
intolerable" at the time of discontinuation of home care compared to the beginning of the visit were
 pain, dyspnea, and fatigue. In contrast, at end-of-life care, they were dyspnea, anorexia, and 
sleepiness. At the time of the initial visit, many patients had difficulty moving and fatigue 
interfering with daily life, and the order of frequency did not change over the 12 months. Compared 
to the initial visit, the results suggest that multiple physical symptoms, such as dyspnea, may 
increase significantly during the discontinuation of home care or at the time of end-of-life care.

研究分野：緩和医療

キーワード： 在宅医療　非がん　緩和ケア

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、非がん在宅高齢者の苦痛症状を経時的に評価することで、非がん患者の緩和ケアニーズを明らかにし
たことと、訪問診療が開始されることで改善する苦痛症状と遷延する苦痛症状を明らかにしたことに学術的意義
がある。本研究より、非がん在宅高齢者は、動きにくさ、倦怠感などの症状が日常生活に支障を与えている頻度
が多く、在宅療養を中止、もしくは、在宅で亡くなる患者においては、呼吸困難が日常生活に支障を与えること
が多いことが示唆され、がん患者とは異なる苦痛や身体症状があることが推測された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

国民の約 70%は最期まで自宅で過ごすことを希望するが、実際に自宅で最期を迎えている患者は、約 10%前

後となっている。そして、国民は、自宅では苦痛の緩和が十分にできないと考えていることが、在宅療養を困

難にする原因の１つと考えられている。しかし、在宅患者が感じる苦痛症状の変化と、行われた治療の効果に

ついて、縦断的かつ、詳細に明らかにした調査は世界的にも少ない。 

 

２．研究の目的 

本研究は、在宅患者が望む在宅療養を実現するための課題とその解決策をつまびらかに明らかにする。本研究

の研究課題は、以下の３つである。 

①在宅患者の身体的・精神的な苦痛症状の変化と緩和治療の効果とは？ 

②在宅患者が在宅療養を中止する医学的な理由と家族の理由とは？ 

 

３．研究の方法 

①在宅患者の身体的・精神的な苦痛症状の変化と緩和治療の効果 

●目的 在宅患者が感じた苦痛症状の変化と治療の効果を明らかにする 

●対象 日本の 40 施設で登録された在宅患者 800 人 

●方法 患者登録時、在宅療養中（１週毎）、入院時、それぞれにおいて、患者が感じた苦痛症状、行われた治

療の効果に関するデータを診療記録から取得する。 

●評価 Edmonton Symptom Assessment System Revised Japanese version (ESAS-r-J)を用いて在宅患者が頻

繁に経験する症状（痛み、だるさ、眠気、嘔気、食欲不振、息苦しさ、気分の落ち込み、不安、便秘、全体的

な調子）について、データを取得する。また、登録患者に行われた緩和治療（鎮痛治療、せん妄治療、腹水・

胸水管理など）、内科的治療（点滴、抗生剤治療など）、および、それらの治療効果についてデータを取得する。 

 

②在宅患者が在宅療養を中止する医学的な理由と家族の理由 

●目的 在宅患者が在宅療養を中止する時の医学的な理由と家族の理由を明らかにする 

●対象 日本の 40 施設で登録された在宅患者のうち入院した患者 

●方法 入院に至るまでの身体的・精神的な症状、および在宅での治療の経過を診療記録から調査する。 

 

４．研究成果 

全国 60 施設を対象として 2020 年 1 月～12 月まで多施設共同前向き観察研究を実施し、37 施設から 780 名が

登録された。登録患者のうち、調査票が確認できた701名を解析対象とした。解析対象者は、女性423名（60.3%）、

平均年齢は、85.6±8.8 歳であった。530 名（75.6%）が自宅での訪問診療を開始し、訪問診療を必要とする疾

患・病態は、認知症（208 名、29.7%）、心疾患（98 名、14.0%）、脳血管障害（85 名、12.1%）などであった。

訪問開始時の症状として、「中くらいあり・とてもあり・耐えられないくらいあり」の頻度が多かったのは、

動きにくさ（390 名、55.6%）、倦怠感（154 名、22.0%）、食欲不振（138 名、19.7%）などであった。12 か月間

の観察期間中に、在宅療養を中止した患者は、240 名（34.2%）、在宅で看取った患者は、149 名（21.3%）であ

った。訪問開始時と比較して、在宅療養中止時に、有意に「中くらいあり・とてもあり・耐えられないくらい



あり」の頻度が増加した症状は、痛み、呼吸困難、倦怠感などであり、看取り時には、呼吸困難、食欲不振、

眠気であった。（表１）初回訪問時には、動きにくさ、倦怠感などが日常生活に支障を与えている割合が大き

く、頻度の順番は 12 か月間で変化はなかった。初回訪問時に比べると、在宅療養中止時、もしくは、看取り

時には、呼吸困難など複数の身体症状が有意に増加する可能性が示唆された。非がん在宅高齢者は、動きにく

さ、倦怠感などの症状が日常生活に支障を与えている頻度が多く、在宅療養を中止、もしくは、在宅で亡くな

る患者においては、呼吸困難が日常生活に支障を与えることが多いことが示唆され、がん患者とは異なる苦痛

や身体症状があることが推測された。 

 

表１ 在宅患者の苦痛症状の変化 

 
 登録時 ３か月後 ６か月後 

  n=785 % n=553 % n=441 % 

痛み 112 14.3 73 13.2 52 11.8 
息苦しさ 115 14.6 62 11.2 44 10.0 
だるさ 181 23.1 84 15.2 60 13.6 
嘔気 12 1.5 2 0.4 1 0.2 
嘔吐 6 0.8 1 0.2 0 0.0 
食欲不振 160 20.4 46 8.3 29 6.6 
便秘 119 15.2 57 10.3 46 10.4 
口の痛み、渇き 60 7.6 31 5.6 12 2.7 
眠気 83 10.6 42 7.6 34 7.7 
動きにくさ 438 55.8 256 46.3 199 45.1 
穏やかな気持ちではない 96 12.2 55 9.9 39 8.8 
 
 
 ９か月後 １２か月後 

  n=370 % n=317 % 

痛み 44 11.9 32 10.1 
息苦しさ 34 9.2 28 8.8 
だるさ 51 13.8 44 13.9 
嘔気 4 1.1 5 1.6 
嘔吐 2 0.5 3 0.9 
食欲不振 29 7.8 20 6.3 
便秘 41 11.1 33 10.4 
口の痛み、渇き 10 2.7 12 3.8 
眠気 32 8.6 20 6.3 
動きにくさ 158 42.7 130 41.0 
穏やかな気持ちではない 32 8.6 28 8.8 
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